
（付）研究計画書の様式及び記入例  

※研究計画書様式については、「厚生労働科学研究費補助金取扱規程」において規定されており、  

平成19年度分の補助金に係るものについては、追って取扱規程を改正の上、官報において告示  

することとしておりますが、現在のところ下記のような様式とする予定です。  
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様式第1（第7条関係）  

平成   年度厚生労働科学研究費補助金（  研究事業）研究計画書（新規申請用）  

平成  年  月  日  
厚生労働大臣  

（国立がんセンター総長）  

（国立精神・神経センター総長）  

（国立保健医療科学院長）  

殿  

住  所 〒  
フリ カナ ナ  

申請者 氏   名   

生年月日 19  年   月  日生  

研究事業を実施したいので  平成  年度厚生労働科学研究費補助金による  

次のとおり研究計画書を提出する。   

1．研究課題名（公募課題番号）：  
（  ）  

2．当該年度の計画経費  ：金  円也  

目から平成  年  月  日  3．当該年度の研究事業予定期間：平成  

（   

4．申請者及び経理事務担当者   

年   月  
）年計画の1年目  

5．研究組織  

（p研究者名  ②分担する研究項目  ③最終卒業学校・  ④所属機関及び  ⑤所属機関  ⑥研究費配、  

卒業年次・学位  現在の専門  における  分子定額  
及び専攻科目  （研究実施場所）   職名   （丁・円）  
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6．研究の要約（200字以内）  

7．研究の概要  

8．研究の目的、必要性及び期待される成果  
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9．この研究に関連する国内・国外における研究状況及びこの研究の特色・独創的な点  

10．申請者がこの研究に関連して現在までに行った研究状況  
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11．研究計画・方法及び倫理面への配慮  
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12．申請者の研究歴等  

13．厚生労働科学研究費補助金の各研究推進事業に推薦する予定の研究者  

年  度  外国人研究者招へい事業  外国への日本人研究者派遣  若手研究者育成活用事業  

事業   （リサーチ・レジデント）   

、F成 年度   名   名   名   

平成 年度   名   名   名  
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14．研究に要する経費  
（1）各年度別経費内訳  （単位：千円）  

内  訳  
年  度  研究経費  

謝 金  旅 費  備品費  消 耗 品 費  借料及び鮒  賃 金  その他  委託費   

平成 年度  

平成 年度  

平成 年度  

合 計  

（2）備品の内訳（50万円以上の備品については、原則として賃借によること）   

ア．借料及び損料によるもの（賃借による備品についてのみ記入すること）  

年  度   備  名   賃借の経費 （単位：印）   数 量   

平成 年度  

平成 年度  

平成 年度  

イ．備品費によるもの（50万円以上の備品であって、貸借が不可能なものについてのみ記入するこ   

と）  

年  度   備  名   単  価 （純：千円）   数 量   

平成 年度  

平成 年度  
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（3）委託費の内訳  （単位：千円）  

年  度   委 託 内 容 委  託  先   委 託 費   

平成 年度  

平成 年度  

15．他の研究事業等への申請状況（当該年度）  （単位：千円）  

新規・継続  研究事業名   研究課題名   代表・分担等  補助要求額  所管省庁等  エフォート（％）  

16．研究費補助を受けた過去の実績（過去3年間）  （単位：千円）  

年 度   研究事業名   研 究 課 題 名   補助額   所管省庁等   

年度  

年度  

年度  

年度  

年度  
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17．補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律（昭和30年法律第179号）第18条第1項の   
規定により補助金等の返還が命じられた過去の事業  （単位：円）  

年 度  研究事業名   研究課題名   主任・分担等  補助額  返還額・  
返還年度   

年度  

年度  

年度  

年度  

18．政府研究開発デーー夕べーース  

（1）研究者ID及びエフオーート  

研 究 者 名   研 究 者 I D   エフォート（％）  

（2）重点研究分野及び研究区分  

コいド番号   重点研究分野   研究区分   

研究主分野  

研究副分野1  
／J 2  

II 3  

（3）研究キーーワード  

コード番号   研究キーワーード   

研究キー・－ワーー ド1  

／J 2  

II 3  

II -1 

／J 5  

（4）研究開発の性格  

基礎研究  

応用研究  

開発研究  
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作成上の留意事項  

1．本研究計画書は、申請課題の採択の可否等を決定するための評価に使用されるものである。   

2．宛先の欄には、厚生労働科学研究費補助金取扱規程（平成10年4月厚生省告示第130号）第3条   
第1項の表第19号の右欄に掲げる一般公募型については国立がんセンター総長、同表第29号の右欄   
に掲げる一般公募型及び若手育成型については国立精神・神経センター総長、同表第36号の右欄に掲   
げる一般公募型については国立保健医療科学院長を記載する（ 

3．「申請者」について  

（1）氏名は、自署又は記名押印で記入すること。ただし、法人にあっては記名押印とすること（ 
（2）住所は、申請者の現住所を記入すること。   

4．「1．研究課題名」について  

（1）研究の目的と成果が分かる課題名にするこL  
（2）カツコ内には当該事業年度の厚生労働科学研究費補助金公募要項により定める公募課題番号を記入  

すること。   

5．「2．当該年度の計画経費」について  

・当該事業年度（1会計年度）の研究計画経費を記入すること。   

6．「3．当該年度の研究事業予定期間」について  

・当該事業年度中の研究事業予定期間を記入すること。複数年度にわたる研究の場合は、研究期間は、   
原則として3年を限度とす説 なお、複数年度にわたる研究の継続の可否については、毎年度の研究   
計画書に基づく評価により決定されるものとす説   

7．「4．申請者及び経理事務担当者」について  

（1）①は、申請者が勤務する機関の正式名称を記入すること。 
（2）⑥は、申請者が専攻した科目のうち当該研究事業に関係あるものについて記入すること。  
（3）⑦の経理事務担当者には、当該研究に係る経理及び連絡等の事務的処理を担当する経理事務に卓越  

した同一所属機関内の者を置くこと。  
（4）⑨は、申請者の所属機関の長に対する研究の承藷の有無を記載すること。  
（5）⑩は、申請者の所属機関の長に対する事務の委任の有無を記載すること（事務を委任することとし、   
委任ができない特別な事情がある場合は、その理由を記載し七書面を添付すること。なお、その周鳩   
によっては採択しない場合があるので留意されたいこと。L  

（6）⑪は、3千万円以上の研究経費について、間接経費の要否を記載すること。   

8．「5．研究組織」について  

・ 申請者（主任研究者）及び分担研究者（主任研究者と研究項目を分担して研究を実施する者をい  
う。）について記入すること（研究協力者（主任研究者の研究計画の遂行に協力する者（分担研究者   
を除く。）をいう。）については記入する必要はない。）〔 

9．「6．研究の要約」について  
・ 当該研究計画の要点を200字以内で記入する  こと。  

10．「7．研究の概要」について  

（1）「8．研究の目的、必要性及び期待される成果」から「11．研究計画・方法及び倫理面への配   
慮」までの要旨を1，000字以内で簡潔に記入すること。  

（2）複数年度にわたる研究の瘍合には、研究全体の計画と当該事業年度の計画との関係が分かるように  

記入すること。  

（3）研究の目的、方法及び期待される効果の流れ図を記入又は添付すること 

ll．「8．研究の目的、必要性及び期待される成果」について  

（l）研究の目的及び必要性については、厚生労働行政の課題との関連性を含めて1．000字以内で記  
入することr 

（2）期待される成果については、当該研究によって直接得られる研究結果だけでなく、間接的に期待さ   

れる社会的成果（行政及び社会への貢献、国民の保健・医療・福祉の向上等）についても記入するこ  

と。  
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12．「9．この研究に関連する国内・国外における研究状況及びこの研究の特色・独創的な点」について  
（1）解決すべき課題について、他の研究でどこ圭で明らかになっており、どのような部分が残されてい  

るのかについて800字以内で記入すること。  

（2）歴史的経過及び現状が分かるように記入すること√、  

（3）必要に応じて参考文献を示すこと。  

13．「10．申請者がこの研究に関連して現有三までに行った研究状況」について  

「9．この研究に関連する国内・国外における研究状況及びこの研究の特色・独創的な点」との関  

00字以内で記入すること。，  連が分かるように8   

14．「11．研究計画・方法及び倫理面への配慮」について  

（1）研究目的を達成するための具体的な研究計画及び方法を＋1．600字以内で記入すること。  
（2）複数年度にわたる研究の場合には、研究全体の計画と年次計画との関係が分かるように記入するこ  

と∩  

（3）「倫理面への配慮」には、研究対象者に対する人権擁護上の配屠、研究方法による研究対象者に対   
する不利益、危険性の排除や説明と理解（インフォームド・コンセント）即断こ  
対する動物愛謹上の配慮などを必ず記入すること。倫理面の問題がないと判断した場合には、その旨  

記入するとともに必ず理由を明記すること  

なお、ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針（平成16年文部科学省・厚生労働省 ・経済   

産業省告示第1号）、疫学研究に関する倫理指針（平成16年文部科学省・嘩第1号） 
療臨床研究に関する 針（平成16年文 告示第2号）、臨床研究に関   

する倫理指針（平成16年厚生労働省告示第459号）及び申請者が所属する研究機関で定めた倫理   
規定等を遵守するとともに、あらかじめ当該研究機関の艮等の承認、届出、確認等が必要な研矧こつ  

いては、研究開始前に所定の手続を行うこと。′  

（4）人又は動物を用いた研究を行う際に、事前に申請者の所属施設内の倫理委員会等において倫理面か  
らの審査を受けた場合には、審査内容を必ず添付すること。  

（5）研究の内容に照らし、遵守しなければならない研究に関係する指針等については、該当する指針等   
の「□」の枠内に「O」を記入すること（複数の指針等が該当する場合は、それぞれの枠内に「O」  
を記入すること。）。  

（6）「疫学・生物統計学の専門家の関与の有無」欄及び「臨床研究登録予定の丞‾無」欄は、「有」又は   
「無」のいずれかに該当するものを「O」で囲むこと。．ただし、当該研究の内容に関係がない場合は  

「その他」を「O」で囲むことr   

15．「12．申請者の研究歴等」について  
（1）申請者の研究歴について、研究を行った研究機関名、共同研究者（又ほ指導を受けた研究者）、研  
究課題、研究機関等について記入すること。，  

（2）発表業績等には、主任研究者及び分担研究者ごとに、それぞれ過去3年間に学術誌等に発表した論   

文・著書のうち、主なものを選択し、直近年度から順に記入すること。Jまた、この研究に直嘩関連し   
阜重文・著割こついては、著者氏名の前に「O」を付すこと。さらに、過去の特許の取得及び申請状  
況を記載すること。   

16．「13．厚生労働科学研究費補助金の各研究推進事業に推薦する予定の研究者」について  

・申請者が、厚生労働科学研究費補助金の各研究推進事業に推薦を予定している研究者の人数につい  
て記入すること「．   

17．「14．研究に要する経費」について  
（1）当該研究課題に要する経費を、隼度別に記入すること「  

（2）50万円以上の備品については、原則として賃借によること。  
（3）「（2）備品の内訳」は、当該研究の主要な備品で、50万＝以上のものを「ア・借料及び損料によ  

るもの」又は「イ．備品費によるもの」に分けて記入すること「  
（4）「ア．借料及び損料によるもの」については、賃借による備品についてのみ記入し、「イ・備品費  

に上るもの」については、賃借が不可能な備品についてのみ記入することr   

18．「15．他の研究率業等への申請状況」について  
・当該年度に申請者が、国、地方公共同体又はその他の団体へ研究費の申請を行おうとしている場合  
について記入すること‥   

19．「16．研究費補助を受けた過去の実結」について  
・申請者が、過去3年間に国、地方公共用体又はその他の団体から研究費の補助を受けたことがあれ  
ば、直近年度から順に記入すること（事業数が多い場合は、t要事業について記入すること「）  
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20・「17・補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律（昭和30年法律第179号）第18条第  
1項の規定により補助金等の返還が命じられた過去の事業」について  

・平成16年度以降に補助金等の返還を命じられたことがあれば、直近年度から順に記入すること   
（分担研究者も含めて記入すること。）。 

21．「18．政府研究開発データベース」について  

（1）主任研究者及び分担研究者（研究費の配分額の多い順に10番目までの者に限る√ノ以下この（1）に   

おいて同じ。）が、それぞれ所属機関等により付与された研究者ID（10桁の番号（大学における   
研究にあっては、文部科学省の科学研究費補助金制度において剛、る8桁の番号の前に「20」を付  
した番号）をいう。）を記入すること。  

また、当該主任研究者及び分担研究者ごとに、当該研究の実施に必要とする時間が年間の全勤務時   
間（正規の勤務時間以外の勤務時間を含む。）に占める割合を百分率で表した数値（1未満の端数が   
あるときは、これを四捨五入して得た数値）を、エフォート（％）欄に記入すること。一 なお、当該研   
究についての各研究者の分担割合を記入するものではないので留意すること。  

（2）重点研究分野及び研究区分の表の研究主分野については別表第1「重点研究分野コード表」から当   

該研究の主要な部分の属する重点研究分野及び研究区分を連択して研究区分番号とともに記入し、研   
究副分野については当該研究に関連する分野（最大3つ）を同様に選択して記入すること〔 

（3）研究キーワーードについては、当該研究の内容に応じ、別表第2「研究キーワード候補リスト」から   

適切な研究キーワード（最大5つ）を選択してコード番号とともに記入すること「ノ同表に該当するも   

のがない場合は30字以内で独自の研究キーワードを記入すること。  

（4）研究開発の性格については、基礎研究、応用研究又は開発研究のいずれかに「O」を付すこと√ 

22．その他  

（1）手書きの場合は、楷書体で作成すること。  

（2）日本工業規格A列4番の用紙を用いること。各項目の記入量に応じて、適宜、欄を引き伸ばして差  
し支えない。  

（3）申請者が法人である場合は、特段の指示がない限り本様式に準じて作成すること。  
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